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憲

法

・保

障

制

度

論

ー

そ

の

一

齣

-i

林

田

和

博

は

し

が

き

一
、
國
家
の
根
本
規
範
た
る
憲
法
の
解
釈
は
最
も
愼
重
を
必
要
と
せ
ら
れ
る
。
憲
法
の
解
釋
が
時

々
の
便
宜
主
義
や
偏
狭
な
独
善

主
義

に
堕
す
る
場
合
は
憲
法
自
体
の
権
威
が
、
同
時
に
國
家
生
活
の
基
底
が
、
脅
や
か
さ
れ
る
に
至
る
。
憲
法
は
、
立
國

の
精
神
を
具
体
化
し

國
家
永
遠
の
將
來
を
規
律
す
る
最
高
理
念
を
宣
示
す
る
も
の
で
あ
る
が
故
に
、
そ
の
解
釋
は
こ
れ
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
で
あ
る
こ
と
が
必

要

と
さ
れ
る
。

凡
そ
、
憲
法
の
解
釈
は
他

の
法
令

の
解
釈
と
異

つ
て
、
そ
の
有
権
的
解
釈
者
を
規
定
し
な
い
場
合
が
通
常
で
あ
る
。
憲
法
は
抽
象
的
原

則
を
歌

い
、
國
家
國
民
生
活
の
プ
ロ
グ
ヲ
ム
を
定
め
る
に
止
め
、
こ
の
定
め
ら
れ
た
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
内
容
の
確
定

そ
の
も
の
は
寧
ろ
國
家

…機
関

の
具
体
的
決
定
に
委
せ
る
方
法
を
と
る
の
で
あ
る
。

か
く
て
、
憲
法
の
抽
象
的
規
定

の
意
味
は
他
の
法
令
に
依

つ
て
具
体
化
さ
れ
ね
ば
な
ら
す
、
従

つ
て
、
憲
法
の
解
釈

は
始
め
か
ち
國
家

の
各
機
関
、
就
中
、
立
法
、
行
政
、
司
法
の
三
機
関
の
各

々
独
自
の
自
主
的
解
釈

に
こ
れ
を
求
め
る
こ
と
と
な
る
の
で
あ
る
。

元
よ
り
、
か
く
の
如
く
國
家

の
各
機
関
が
自
主
的
に
解
釋
を
な
す
場
合
そ

の
解
釈
が
相
互
に
矛
盾
し
所
謂
憲
法
争
議
を
惹
起
す
る
可
能

性

は
多
分
に
存
正
す
る
の
で
あ
る
。
し
か
も
な
ほ
、
多
く
の
憲
法
に
お
い
て
そ
の
統

一
的
有
権
解
釋
者
を
設
定
し
な
い
場
合

の
多
い
所
以

◎

は
、

包
括
的
、

抽
象
的
最
高
法
規
た
る
憲
法
の
解
釈

を

一
部
の
國
家
機
関
の
独
自

の
解
釈
に
委
す
と
と
が

却
つ
て
危
險

で
あ
る
も
の
と



し
、
む
し
ろ
こ
れ
を
政
治
的
解
決
に
導
く
を
安
当
と
す
る
と
い
う
主
旨
に
よ
る
の
で
あ
る
σ

然
し
な
が
ら
、
他
面
、
憲
法
の
解
釈

に
疑
を
残
し
矛
盾
を
放
置
し
た
ま
ま
解
決
を
政
治
的
安
協

に
の
み
委
ね
る
こ
と
が
最
善
の
方
法
と

は
謂
い
得
な
い
こ
と
は
勿
論
で
あ
る
。
從

つ
て
、
各
國

の
憲
法
生
活
は
何
ら
か
こ
れ
が
法
的
解
決
に
努
力
す
る
も
の
で
あ
る
。

先
づ
、
憲
法
の
解
釈

に
関
し
疑
を
生
じ
た
場
合
、
立
法
解
釈
即
ち
憲
法
立
法
手
續

に
よ
り
憲
法
を
増
補
し
て
こ
れ
が
解
釈

を
肯
定
す
る

の
は
最
も
確
實
な
方
法
で
あ
ら
う
。
然
し
な
が
ら
、
時
と
し
て
、
憲
法
は
そ
の
解
釋
を
普
通
法
律
に
委
ね
る
場
合
が
あ
る
。
例
え
ば
、

一

八
四
八
年
イ
タ
リ
ー
憲
法
第
七
三
條

「
全
國
民

二
對

シ
有
権
的

二
法
律
ヲ
解
釈

ス
ル
ノ
権

ハ
立
法
権

二
專
屬

ス
ル
」

の
如
き
で
あ
る
。
但

し
憲
法
の
解
樺
を
普
通
法
律
に
よ
つ
て
定
む
る
こ
と
の
不
合
理
な
こ
と
は
法
律

の
解
釈
を
命
令
を
以
つ
て
定
む
る
こ
と
の
不
合
理
と
同
様

に
論
ぜ
ら
れ
得
る
で
あ
ら
う
。

、
次
に
、
憲
法
の
解
釈

に
関
し
疑
を
生
じ
た
場
合
、
こ
れ
が
公
定
解
…樺
の
た
め
特
別
の
機
関
を
設
く
る
方
法
が
あ
る
。
そ
れ
は
第

一
吹
世

界
大
戦
後

の
獨
乙
諸
國
憲
法
例
ば
ザ
ク
セ
ン
憲
法
、
ブ
ラ
ウ
ン
シ
ユ
ワ
イ
ヒ
憲
法
、
オ
ル
テ
ン
ブ
ル
ビ
憲
法
、
ド
イ
ツ
共
和
國
憲
法
、
オ

ー

ス
ト
リ
ア
憲
法
並
び
に
今
次
第
二
次
世
界
大
戦
後

の
欧
洲
諸
國
例
ば
イ
タ
リ
ー
憲
法
、
西
ド
イ
ツ
憲
法
な
ど
に
見
ら
れ
る
國
事
裁
判
所

或

は
憲
法
裁
判
所

の
制
度
で
あ
る
。
こ
れ
は
特
別
の
裁
判
手
續

に
よ
る
、
特
別
裁
判
所
の
有
権
的
解
釈

で
あ
る
。

別
に
米
國
に
お
い
て
は
普
通
司
法
裁
判
所
が
憲
法
の
有
権
的
解
釈

権
、
却
ち
法
令
が
違
憲
と
認
め
ら
れ
る
場
合

こ
れ
が
無
効
を
宣
言
す

る
権
利
が
認
め
ら
れ
、
新
日
本
國
憲
法
第
八
十

一
條
は
こ
れ
が
制
度
的
保
障
で
あ
る
こ
と
は
周
知
の
通
り
で
あ
る
。

二
、
近
世
ド
イ
ツ
憲
法
史
の
中
で
、
さ
き
に
、
ゲ
ル
マ
ン
の
法
治
自
由
主
義

の
精
神

の
中
か
ら
発
生

し
た
、
ザ
ク

セ
ン
憲
法
及
び
フ
ラ

ン
ク
フ
ル
ト
憲
法
に
於
け
る
憲
法
保
障
制
度
、
就
中
、
憲
法
裁
判
所
に
つ
い
て
考
察

し
た
筆
者
は
、
こ
の
小
論
稿
で
か
か
る
問
題
が
寧
ろ

当
時
の
反
動
的
な
實
力
者

の
政
治
的
解
決
や
封
建
的
な
樞
密
院

の
解
決
に
任
せ
ら
れ
た
代
表
的
の
も
の
と
し
て
、
そ
し
て
、
そ
れ
が
舊

大

日
本
帝
国
憲
法
の
モ
デ
ル
と
し
て
の
、
プ

ロ
イ
セ
ン
憲
法
並
び
に
旧
ド
イ
ツ
聯
邦
帝
國
憲
法
に
つ
い
て
考
察
を
試
み
た
い
と
思
う

。



旧

プ

ロ
イ

セ

ン

憲

法

と

そ

の

保

障
制

度

獨
乙

に
於
て
先
す
最
初

に
立
憲
政
治
を
布
か
ん
と
し
、
既
に

一
八

一
五
年
五
月
二
十
六
日
憲
法
の
制
定
を
國
民
に
約
束
し
た
プ
ロ
イ
セ

ン
が
、
其

の
後

の
長
い
反
動
政
治

の
後
、
憲
法
を
制
定
し
始
め
て
正
式
の
立
憲
國
家

と
な
つ
た
の
は
獨
乙
諸
邦

の
中

で
最
も
遅
れ
、

一
八

四
八
年
十
二
月
五
日
附
憲
法
発
布

の
時
で
あ

つ
た
。
周
知

の
通
り
、
思
想
的
に
、
政
治
的
に
、
反
動
と
進
歩
と
の
安
協
の
結
果
生
じ
た
プ

ロ
イ
セ
ン
憲
法
は
當
時

の
獨
乙

の
他
の
多
く
の
憲
法
と
同
様
に
亦
欽
定
憲
法
で
あ
る
と
共
に
、
そ
の
實
膿
は
君
主
主
義
的
、
中
央
集
椎
的

官
僚
行
政
國
家
体
制
を
基
調
と
し
乍
ら
、
自
由
民
主
主
義
的
諸
要
素
を
豊
富
に
取
り
い
る
る
事

に
成
功
し
た
立
憲
君
主
政

の
憲
法
で
あ

つ

た

の
で
あ
る
。

プ

ロ
イ
セ
ン
憲
法
は

一
八
四
八
年
五
月
二
十
四
日
附
政
府
草
案
以
來
幾
多
の
修
正
を
受
け
た
に
も
拘
ら
す
、
最
後

迄
ベ
ル
ギ
ー
憲
法
を

模
範
と
し
、
ベ
ル
ギ
ー
憲
法
圏
に
屡
す
る
。

ま
た
、
プ

ロ
イ
セ
ン
憲
法
の
模
範
と
な
つ
た
ベ
ル
ギ
ー
憲
法
自
身
は
、
直
接
的
に
最
も
多
く

一
七
九

一
年
及
び

一
八
三
〇
年
佛
蘭
西
革

命
憲

法
を
模
範
と
し
て
で
き
た
憲
法
で
あ
つ
た
。
元
來

ベ
ル
ギ
ー
國
は

一
八
三
〇
年
、
英
佛
の
保
護
の
下
に
和
蘭
か
ら
独
立

し
、
國
民
が

先
づ
憲
法
を
制
定
し
た
後
、
新

に
國
王
を
迎

へ
て

一
國
家
を
形
成
し
た
の
で
あ
つ
て
、
そ
こ
に
此
の
憲
法
が

一
七
九

一
年
及
び

一
八
三
Q

〆

年
佛
革
命
憲
法
の
民
主
主
義
の
原
則
と

一
八

一
四
年
佛
憲
章

(
c
h
a
r
t
e
 
 
c
o
n
s
t
i
t
u
t
i
o
n
n
e
l
l
e

)
の
君
主
主
義

の
原
則

と
を
結
合
調
和
せ
ん

と
試
み
た
政
治
的
理
由
が
存
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

ベ
ル
ギ
ー
憲
法
は
佛
革
命
憲
法
に
傲
ぴ
、
先
づ
國
民
の
自
由
及
び
権
利
を
保
障
し
、

次

に
権
力
の
組
織
を
規
定
し
、
後
者
は
國
民
主
権
及
び
三
権
分
立

の
二
原
則
か
ら
構
成
さ
れ
る
。

ベ
ル
ギ
ー
憲
法
が
國
民
主
権
の
原
則
を
採

る
事
は
憲
法
自
身

の
明
言
す
る
所
で
あ
る

(
二
五
條
)。

國
王
は

一
般

に
君
主
主
義

の
要
素

た
る
べ
き
も
ろ
も
ろ
の
権
利
を
保
有
す
る
が
、

そ
れ
は
特
に
憲
法
の
明
文
を
以
つ
て
附
與
せ
ら
れ
た
も
の
に
限
定
さ
れ
る

(
七
八
條
)
。



そ
し
て
三
權
は
分
離
さ
れ
、
行
政
権
は
國
王
に
歸
屬
し

(
二
九
條
)
、
司
法
権
は
独
立

の
裁
判
所
に
麟
属
す
る
が
、
但
し
判
決
及
び
執
行

は
國
王
の
名
に
於
て
行
は
れ

へ
三
〇
條
)
、
最
後
に
立
法
権
は
國
王
及
び
議
命
兩
院
の
三
要
素

が
共
同
し
て
こ
れ
を
行
い

(
二
六
條
)
、

三
要
素
は
平
等
に
法
律
の
磯
案
権
を
有
す
る
も
の
と
さ
れ
た

へ
二
七
條
)。

議
會
は
普
通
、
平
等
、
直
接
、
秘
密
、
比
例

の
原
則
に
依
つ
て
公
選
せ
ら
れ
た
國
民
代
表
、
及
び
州
代
表
の
議
員

か
ら
構
成
せ
ら
れ
る

両
院
制
で
あ
る
が
、
議
會

の
活
動
は
立
法
、
予
算
は
勿
論
皇
位
、
軍
事
、
外
交
な
ど
重
要
國
務
の
全
般
に
お
よ
び
、
そ
れ
は
同
時
代

の
他

の
ど

の
憲
法
よ
り
も
遙
か
に
廣
汎
且
つ
強
大
な
る
も
の
で
あ
つ
た
の
で
あ
る
。

プ

ロ
イ
セ
ン
憲
法
は

一
八
五
〇
年

一
月
三
十

一
日
附
修
正
憲
法
に
於
て
す
ら
多
く
の
條
文
は
ベ
ル
ギ
ー
憲
法
の
琢

語
譯
と
た
り
、
こ
れ

と
完
全
に

一
致
す
る
も
の
で
あ
つ
た
。
先
づ
、
プ
ロ
イ
セ
ン
憲
法
は
ベ
ル
ギ
ー
憲
法
と
同
様
の
形
式
と
範
囲

に
於
て
國
民
の
権
利
及
び
義

務

を
保
障
し
、
次
に
権
力
の
組
織
に
つ
い
て
規
定
し
て
い
た
が
、
後
者
で
は
國
王
の
権
利
と
三
権
分
立
の
原
則
が
掲
げ
ら
れ
て
い
た
。
か

く

て
例
え
ば
國
王
の
持

つ
権
限
は
ベ
ル
ギ
ー
憲
法
、
プ

ロ
イ
セ
ン
憲
法
の
両
者
に
於
て
殆
ど
完
全
に
一
致
し
て
い
た

の
で
あ
る
。

不

可

侵

権

(
プ
四
三
、
四
四
條

白
六
三
條
)

行

政

権

(プ
四
五
條

白
六
五
-
六
八
條
)

統

帥

権

(プ
四
六
條

白
六
八
條
)

官
吏
任
命
権

(
プ
四
七
條

白
六
六
條
)

外

交

権

(
プ
四
八
條

白
六
八
條
)

特
赦
減
刑
権

(
プ
四
九
條

白
七
三
條
)

榮

譽

権

(
プ
五
〇
條

白
七
五
、
七
六
條
)

貨
幣
鑄
造
権

(
プ
五
〇
條

白
七
四
條
)



然
し
乍
ら
、
斯
か
る
類
似
に
も
拘
ら
ず
、
プ
ロ
イ
セ
ン
憲
法
の
立
法
者
が
其
の
憲
法
の
規
定
に
依
つ
て
當
該

ベ
ル
ギ
ー
憲
法
の
規
定

の

内
容
を
そ
の
ま
ま
継
受
容
認
し
た
と
解
す
る
な
ら
ば
誤
り
と
謂
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。
フ
ー

ブ
リ
ヒ
も
謂
う
如
く
、
明
か
に
プ

・
イ
㌻

立
憲

政
治
の
舟
出
は
プ

ロ
イ
セ
ン
政
府

の
側
か
ら
の
、
法
發
展
の
継
續
性

へ
の
愼
重
な
る
考
慮

と
準
備
の
下
に
な
さ
れ
た

の
で
あ
つ
て
、
わ
れ

わ
れ
は
寧
ろ
プ

ロ
イ
セ
ン
憲
法
が

一
聯
の
ベ
ル
ギ
ー
憲
法
の
断
片
的
又
は
根
本
的
規
定
を
継
受
し
な
か
つ
た
事
實

の
中
に
こ
そ
爾
憲
法
の

持

つ
深
奥
な
る
間
隙
を
看
取
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
で
あ
ら
う
。

凡
そ
奮
プ

ロ
イ
セ
ン
憲
法
は

一
八
五
〇
年
憲
法
で
す
ら
憲
法
原
則

の
完
全
な
総
合
体
で
は
な
く
、
そ
の
必
要
な
る
補
足
を
立
憲
政
以
前

の
國
家
法

(
v
o
r
k
o
n
s
t
i
t
u
t
i
o
n
n
e
l
l
e
 
S
t
a
a
t
s
r
e
c
h
t

)
就
中

一
七
九
四
年
プ
ロ
イ
セ
ン
普
通
法

(
P
r
e
u
s
s
i
s
c
h
e
s
 
A
l
l
g
e
m
e
i
n
e
s
 
L
a
n
d

r
e
c
h
t

)
か
ら
受
け
る
も
の
と
解
せ
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
と
も
あ
れ
、プ

ロ
イ
セ
ン
欽
定
憲
法
の
立
法
者
が

立
憲
政
以
前

の
公
法
歌

態

を
・
ベ
ル
ギ
ー
憲
法
の
採
用
に
際
し
て
、

こ
れ
を
見
限
る
と
い
ふ
が
如
き
事
は
始
め
か
ら
そ
の
本
意
で
は
な
か
つ
た
も
の
と
謂
は
ね
ば

な
ら
鎚
例
え
ば
プ

ロ
イ
セ
ン
に
於
て
は

一
八
四
八
年
欽
定
憲
法
も

一
八
五
〇
年
修
正
憲
法
も
共
に
ベ
ル
ギ
ー
憲
法
の
國
民
主
権
の
規
定

(
第
二

五
條
第
七
八
條
)
を
規
定
し
て
い
な
か
つ
た
。
茲
か
ら
、
プ

ロ
イ
セ
ン
憲
法
に
於
て
は
國
民
主
権
は
語
る
事
を
得
す

、否
、
普
通
法
第
十
三

章
第

一
條

の
宣
明
す
る
君
主
主
権
が
引
續
き
語
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
か
つ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
例
え
ば
プ

ロ
イ
セ
ン
憲
法
が
規
定
す
る
三

権
分
立
も
ベ
ル
ギ
ー
憲
法
に
於
け
る
三
権

の
政
治
的
な
對
立
概
念
が
採
用
せ
ら
れ
た
も
の
と
解
す
る
こ
と
は
明
か
に
誤
で
あ
る
。
蓋
し
三

権

の
技
術
的
分
化
は
、
法
文
の
ベ
ル
ギ
ー
憲
法

へ
の
類
似
に
も
拘
ら
す
、
プ
ロ
イ
セ
ン
に
於
て
は
夙
に
立
憲
政
以
前
、
普
通
法
の
規
定
す

る
所
で
あ
つ
た
。
即
ち
普
通
法
第
二
章
第
十
三
欺
第
五
條
は

「執
行
権

ハ
國
王

二
專
屬
ス
、
國
王

ハ
凡
ラ
ユ
ル
統
治
行
爲

ニ
ツ
キ
有
効
要

件

ト
シ
テ
大
臣
ノ
副
署
ヲ
必
要
ト
ス
」

(
第
四
四
條
)
と
し
、
第
二
章
第
十
三
款
第
二
條
、
及
び
第
二
章
第
七
歎
第
十
八
條
に
於
て
ケ
國

二
於
ル
普
通
且
ツ
最
高
裁
判
権

ハ
國
家
ノ
元
首

二
蹄
罵

シ
且
ッ
高
権

ト
シ
テ
不
可
譲
渡
的
デ
ア
ル

〃
と
し
て
稠
王
を
以

っ
て
司
法
権
の
把



持
者
と
し
い
た
だ
第
八
穴
條
に
依
り
司
法
権

の
現
實
臨
行
使
は
法
律
に
の
み
從
ふ
獨
立
の
裁
判
官
に
依
り
思
王
の
名

に
於
て
行
に
る
を
も

の
と
し
て
い
た
し
、
最
後
に
、
第
二
章
第
十
三
歎
第
六
條
は
國
王
を
以

つ
て
立
法
権

(裁
下
権
を
含
む
)
の
把
持
者

と
し
、
第
六
二
條
が

規
定
す

る
國
王
及
び
兩
院
に
依
る
立
法
権

の
共
同
的
平
等

の
競
合
的
行
使
は
唯
々
法
律
ノ
内
容

(
G
e
s
e
t
z
e
s
i
n
h
a
l
t

)

の
確
定
に
於
て
の

み
存
す
る
も
の
と
解
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

っ
ま
り
、
プ

ロ
イ
セ
ン
國
家

の
統
治
組
織
は
普
通
法
第
十
三
章
第

一
條

の
君
主
主
権
の
根
本
命
題
を
以
つ
て
貫
ぬ
か
れ
、
こ
れ
が
政
府

の
恒
常
的
解
釈

や
行
動
を
通
じ
て
プ
ロ
イ
セ
ン
全
立
憲
政
を
支
配
す
る
拘
束
法
と
し
て
維
持
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
プ

ロ
イ
セ
ン
憲
法
の
中

で
は
、
例
え
ば
、

一
八

一
八
年

バ
イ
エ
ル
ン
憲
法
及
び
そ
の
他

の
如
く
、
君
主
主
権
の
原
則
が
積
極
的
表
現
を
見
出

し
て
お
ら
す
、
こ
こ

に
こ
そ
國
家
法
人
説

の
成
立

の
基
盤
を
見
出
し
た
と
し
て
も
、
そ
れ
は
國
王
の
立
憲
政
上
の
地
位
を
聊
か
も
動
揺
せ
し
め
る
も
の
で
は
な

か
つ
た
の
で
あ
る
。

斯
く
て
プ

ロ
イ
セ
ン
憲
法
は
ベ
ル
ギ
ー
憲
法
と
同

一
形
式
と
範
囲

と
に
於
い
て
國
民
の
自
由
を
保
障
し
、
か
か
る
國
民
の
自
由
を
法
律

の
留
保
事
項
と
な
し
、
且
つ
一
八
五
〇
年
二
月
六
日
プ
ロ
イ
セ
ン
議
會

の
開
院
式
に
於
て
フ
リ
ー
ド
リ
ツ
ヒ

・
W

・
四
世
は

、
自
由
な
る

國

王
の
下
に
於
る
自
由
な
る
國
民
、
こ
れ
こ
そ
験
が
十
年
來
深
く
決
意
せ
る
も
の
で
あ
り
、
そ
は
今
日
に
限
ら
ず
、
朕
の
生
き
る
限
り
…
・

…
…

奏
が
あ
つ
た
が
、
そ
れ
に
も
拘
ら
ず
國
民
の
自
由
は
國
王
の
恩
恵
に
由
る
贈
物

(
G
n
a
d
e
n
s
c
h
e
n
k
e

)
で
あ
り
、
國
王
は
何
時
と
雖

も
そ
の
返
還
を
求
め
得
る
と
の
思
想
が
支
配
的
で
あ
り
、
憲
法
の
非
常
大
権

の
規
定

(第

二

一
條
)
は
か
か
る
思
想
を
基
礎
つ
く
る
制

度
的
保
障
で
あ
つ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
國
民

の
自
由
に
は
國
民
参
政
、
議
會
主
義
的
國
民
代
表
の
制
度
が
照
應
し
、
プ
ロ

イ
セ
ン
憲
法

は

ベ
ル
ギ
ー
憲
法
と
同
様
に
議
會
を
兩
院
組
織
と
し
た
が
、
但
し
兩
院
の
中
た
だ
代
議
院

の
み
が
國
民
全
体
の
中
か
ら
、
始
め
普
通
、
直

接
、
秘
密
選
挙

に
依
り
、
後
で
は
間
接
的
方
法
に
依
り
選
任
せ
ら
る
る
議
員
か
ら
構
成
さ
れ
、
こ
れ
に
反
し
て
上
院

は
國
王
の
意
思
決
定

が
最
後
の
規
準
と
な
る
、
換
言
す
れ
ば
國
王
の
任
命
す
る
成
年

の
皇
族
及
び
世
襲
叉
は
終
身
の
議
員
か
ら
構
成
せ
ら

る
る
も
の
と
な
し
て



い
た
。
そ
れ
に
も
拘
ら
す
、
両
院
議
員
は
等
し
く

・
全
國
民
の
代
表
者

も
で
あ
り
、
其

の
職
務

の
執
行
に
於
て
完
全
に
自
由
且
つ
平
等
と

さ
れ
て
い
た

(第
八
三
條
)
。

こ
の
様
な
議
會
は
プ

ロ
イ
セ
ン
が

一
八
二
三
年
六
月
五
日
附
法
律
を
以
つ
て
地
方

に
縣
議
會
を
創
設
し
、

ま

た

一
八
四
七
年
フ
リ
ー
ド
リ
ッ
ヒ
四
世
が
聯
合
縣
議
會

(
v
e
r
e
i
n
i
g
t
e
n
 
L
a
n
d
t
a
g

)
、
換
言
す
れ
ば
プ

ロ
イ
セ
ン
國
魯
を
創
設

し
た

際

に
於
て
も
、
毫
も
、
君
主
主
権
の
原
則
を
動
揺
せ
し
む
る
も
の
で
は
な
か
つ
た
の
で
あ
り
、
鼓
で
は
フ
リ
ー
ド
リ
ッ
ヒ
・
W

・
一
世
の

次

の
有
名
な
言
葉
が
直
ち
に
プ
ロ
イ
セ
ン
議
會

の
地
位
を

一
貫
し
て
物
語
る
も
の
と
し
て
想
起
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
で
あ
ら
う
。

※

〃
朕
は
王
位
を
ブ
ロ
ン
ズ
の
岩
の
如
く
安
定
し
、
険
の
要
求
を
い
わ
ざ
る
諸
侯
を
國
會
よ
り
放
逐
せ
ん
…
…
…
〃

斯
く

て
國
民
の
自
由
権
や
参
政
権
や
國
會
は
、
國
王
の
國
の
統
治
を
妨
ぐ
る
何
も
の
で
も
な
く
、
前
掲

フ
リ
ー
ド
リ
ッ
ヒ
・
W

・
一
世

の
有
名
な
言
葉
は

、
…
…
然
し
乍
ら
、
憲
法
の
何
よ
り
大
切
な
條
件
は
國
王
に
斯
か
る
憲
法
を
以
つ
て
す
る
統
治
を
可
能
な
ら
し
む
る
と

い

ふ
こ
と
で
あ
る

も
と
綾
い
た
。
事
實

の
と
こ
ろ
立
憲
政
の
採
用
後

と
錐
も
プ

ロ
イ
セ
ン
國
王
は
憲
法
や
國
民
の
前

に
逡
巡
し
大
臣
の
意

見

や
議
會

の
多
数

の
決
議
に
盲
從
す
る
所
謂

、
蔭

の
王
者

も

(
S
c
h
a
t
t
e
n
K
o
n
i
g

)
で
は
全
然
な
か
つ
た
。

國
王
は
独
立
不
編

の
人
格
者

と
し
て
統
治
し
、
國
王
の
意
思
が
・
大
臣
の
衣
裳

込
を
以
つ
て
表
現
せ
ら
る
る
こ
ど
は
國
王
無
答
責

の
法
治
主
義

の
技
術
的
手
段
に
外
な

ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
國
王
は
大
臣
の
副
署
と
い
ふ
媒
介
體

に
拘
束
せ
ら
れ
る
と
し
て
も
、
國
王
の
イ

ニ
シ
ア
チ
ヴ

の
独
自
性
を
否
定

さ
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
國
王
は
大
臣
の
完
全
に
自
由
な
任
冤
権
を
有
し

(四
五
條
)
、
政
府
は
議
會
の
多
数
か
ら
選
任
又
は
支
持
せ
ら

る
る
こ
と
を
必
要
と
せ
ず
、
大
臣
は
國
王
に
対
し

て
の
み
責
任
を
負
ぴ
、
政
府
は
議
會

の
統
制
に
對
し
無
關
心
ま
た
ぱ
無
視
の
態
度
を
と

る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。

、
議
會
政
党

か
ら
超
然
た
る
國
王
の
政
府
に
依
る
統
治

奏
こ
れ
こ
そ
プ

ロ
イ
セ
ン
立
憲
君
主
政
の
指
導
的

政
治
理
念
で
あ
つ
た
。
F

・
ラ
ッ
サ
ー
ル
は
そ
の
著

、
憲
法
の
本
質

藁
の
中
で
繰
り
返
し
か
か
る
プ

ロ
イ
セ
ン
立
憲
政
の
支
柱
と
し
て
貴

族
、
大
地
主
、
官
僚
、
.軍
間

に
園
緯
せ
ら
れ
た
國
王
の
實
力
を
指
摘
し
た
の
で
あ
る
。

プ
ロ

イ
セ
ン
憲
怯
は
か
く
の
如
く
、
表
面
的
自
由
主
義
の
申
に
極
端
な
反
動
主
義
を
包
藏
す
る
も
の
で
あ
つ
た
が
、
こ
れ
と
の
聯
關
肛



お
い
て
憲
法
保
障
に
關
す
る
問
顧
を

一
覧
す
れ
ば
、
プ

官
イ
セ
ン
憲
法
は
ベ
ル
ギ
㍗
憲
法
と
同
様

に
憲
法
の
俣
障

に
關
し
特
別

の
章
傑
を

設

く
る
事
を
止
め
、
唯
々
第
十
欺
通
則

の
中
に
そ
の

一
部
を
規
定
し
、
寧
ろ
憲
法

の
各
條
規
の
間
に
そ
の
保
障
規
定
を
織
り
込
む
方
法
を

と

つ
て
い
た
の
で
あ
る
。

0

憲
法
宣
誓

(
V
e
r
f
a
s
s
u
n
g
s
e
i
d

)
國
王
の
憲
法
宣
誓

に
就
い
て
は
第
五
四
條
第
二
項
並
に
第

=

九
條
が
規
定
し
、
兩
院
議
員
及

び
官
吏

の
憲
法
及
び
皇
帝
に
対
す

る
宣
誓
に
就
い
て
は
第

一
〇
八
條
及
び
第

一
一
九
條
が
規
定
し
て
い
た
。
こ
こ
で
法
目
す
べ
き
こ
と
は

軍
隊

は
憲
法
に
対
し

て
宣
誓
せ
ず
、
國
王
に
對
し
て
の
み
忠
誠
を
宣
誓
す
る
こ
と
で
あ
つ
た

(第

一
〇
八
條
第
二
項
)
。

口

憲
法
改
正

憲
法
は
立
法
の
成
規

に
從

つ
て
こ
れ
を
修
正
す
る

(
一
〇
七
條
)。
即
ち
、
立
法
権
は
國
王
、
兩
院
共
同
し
て
之
を

行

ひ
(六
二
條
)、
凡
べ
て
法
律
ぱ
國
王
兩
院
の
同
意
を
必
要
と
す
る
の
原
則

(
六
四
條
)
が
憲
法
の
修
正
に
於
て
も

そ
の
ま
ま
妥
當
し
、

そ

の
際
別
に
憲
法
制
定
権
の
特
別
な
る
思
想
及
び
手
續

に
つ
い
て
規
定
す
る
こ
と
は
な
か
つ
た
。
但
し
議
決
に
つ
い
て
は
愼
重
を
期
し
、

議
決
ば
兩
院
に
於
て
そ
れ
ぞ
れ
少
く
と
も
二
十

一
日
の
間
隔
を
置
く
前
後
二
回
の
投
票
に
依

つ
て
行
は
れ
る
が
、
投
票
は
通
常
の
相
對
多

數

を
以

つ
て
足
る
も
の
と
さ
れ
、

一
八
八
五
年
プ

ロ
セ
イ
ン
憲
法
は
こ
の
方
法
に
よ
つ
て
修
正
が
行
は
れ
た
も

の
で
あ

つ
た
。

⇔

大
臣
責
任
訴
訟

憲
法
は
大
臣
の
責
任
に
關
す
る
規
定
と
共
に

(
四
四
條
)
、
大
臣
公
訴
に
關
す
る
原
則
を
規
定
し
て
い
た

(
第

六

一
條
)
。
即
ち
議
會
各
院
は
院
議
を
以

つ
て
、
大
臣
を
相
手
ど
り
憲
法
違
反
、
漬
職
及
び
謀
反
罪
に
就
き
弾
劾
す

る
こ
と
が
で
き
、
こ

の
弾
劾
に
関
し
て
は
最
高
法
院
が
、
そ
の
各
部
聯
合
會
[に
於
て
裁
判
す
べ
く
、
最
高
法
院
が
二
つ
以
上
存
す
る
場
合

は
彼
等
は
か
か
る
目

的

の
た
め
に
聯
合
す
べ
き
も
の
と
の
解
釋
が
と
ら
れ
て
い
た
。
更
ら
に
、
大
臣
責
任
訴
訟
に
於
る
犯
罪
事
實
の
態
様
、
裁
判
手
綾
及
び
庭

罰
な
ど
に
つ
い
て
は
特
別
法
を
以
つ
て
定
む
る
旨
が
規
定
せ
ら
れ
て
い
た

(
六

剛
條
第
二
項
)。

プ

ロ
イ
セ
ン
政
府
は
憲
法
第
六
十

一
條
第
二
項
の
確
約
履
行

の
義
務
を
容
認
し
、
既
に

一
八
五
〇
年
-
五

一
年
議
會
に
こ
れ
に
關
す
る

法
律
案
を
提
出

し
た
が
、
こ
れ
は
兩
院
に
於
る
熱
心
な
討
議
の
結
果
遂
に
否
決
し
去
ら
れ
た
。
次
か
で

一
八
六

一
年
議
會
に
於
て
、
下
院



は
、
政
府
が
憲
法
六

一
條
に
從
ぴ
、
大
臣
公
訴
に
關
す
る
法
律
案
を
最
近
の
議
會
に
提
出
せ
ん
事
を
期
待
す
る
旨
の
決
議
を
行
ぴ
、
此
の

決
議
に
基
づ
き
政
府
は

一
八
六
二
年
議
會
に
司
法
大
臣

(
B
e
r
n
u
s
h

)
,起
草

の
法
律
案
を
提
出
し
た
。
※

※
其
の
草
案
は
憲
法
第
六
一
條
の
執
行
に
於
て
で
は
な
く
、
憲
法
第
四
九
條
及
び
第
六
一
條
の
修
正
に
於
て
規
定
せ
ら
れ
て
い
た
も
の
で
あ
つ
た
。

然
る
に
此
の
草
案
も
亦
採
択
に
至
ら
す
、
更
に

一
八
六
三
年
議
會

に
於
て
下
院
に
提
出
せ
ら
れ
た
草
案
も
同
様

の
運
命
を
辿

つ
て
途
に

終

つ
た
。

圃

憲
法
孚
議

(
V
e
r
f
a
s
s
u
n
g
s
t
r
e
i
t
i
g
k
e
i
t
)

)
初
期
に
お
け
る
獨
乙
諸
國
の
自
由
主
議
的
憲
法
、
就
中
ザ
ク
セ
ン
憲
法
は
前
述
の
如
く

憲
法
争
議
、

換
言
す
れ
ば
、

憲
法
の
適
用
叉
は
解
釋

に
關
す
る
、

政
府
と
議
會
と
の
間

の
争
ぴ
に
關
し
特
別
の
裁
判
制
度
を
設
け
て
い

た
。
こ
れ
は
ゲ
ル
マ
ン
の
傳
統
的
な
法
治
精
神

の
流
露
と
し
て
の
制
度
と
見
ら
れ
た
に
も
拘
ら
す
、
プ

ロ
イ
セ
ン
憲

法
は
か
か
る
規
定
を

欠

い
で
い
た
。

蓋
し
プ

ロ
イ
セ
ン
の
君
主
政
は
過
去
の
司
法
國
家
を
想
起
せ
し
め
且
つ
自
由
民
主
主
義
に
膚
接
す
る
か
か
る
制
度

の
存
在
を
忌
避
し
た

が
故
で
あ
る
。
即
ち
、
大
臣
の
責
任
に
關
す
る
理
念
が
未
だ
正
當
に
理
解
せ
ら
れ
す
、
行
政
権
が
極
度
に
強
大
な
と
こ
ろ
に
於
て
は
憲
法

の
立
法
者
達
は
政
府
と
議
會
と
の
間
の
憲
法
宰
議
を
独
立

の
官
塩
に
依

つ
て
決
定
せ
し
め
る
が
ご
と
き
こ
と
を
欣
ば
す
、
斯
く
て
終
局
的

決
定
を
政
治
的
闘
争

に
放
任
し
、
寧
ろ
、
法
的
不
備
を
利
用
す
る
所
謂

黛
室
理
論

築

(
L
u
c
k
e
n
t
h
e
o
r
i
e

)
の
政
治

的
解
決
と
そ
最
も
希

望
す
る
と
こ
ろ
で
あ

つ
た
の
で
あ
る
。
例
え
ば
、

一
八
〇
六
年
憲
法
第
六
三
條
の
解
釈

に
關
す
る
憲
法
争
議
に
於
て
示
さ
れ
た
る
プ
ロ
イ

セ

ン
的
解
決
は
唯
々
此
の
國
が
議
會
勢
力
の
微
弱
な

代
表
的

官
僚
主
義
的

行
政
國
家
で
あ
つ
た
事
を
立
證
す
る
。
別
に

【
八
六
二
ー
六

六
年
憲
法
争
議
も
そ
の
例
誰
と
し
て
示
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
こ
れ
は
憲
法
第
九
九
條
及
び
第
六
二
條
駒
…
預
算
法

(
E
t
a
!
s
g
e
s
e
t
a

)
の
解
釈
に

關

し
、
且
つ
争
點
は
、
④
豫
算
に
お
け
る
議
會
の
同
意
権
の
性
質
、
一口
政
府
は
豫
算
の
議
決

(
法
律
)
な
し
に
豫
算

の
支
出
を
行

ひ
得
る



か
に
あ
つ
た
。
か
く
て
、
イ
ギ
リ
ス
、
ベ
ル
ギ
ー
の
議
會
主
義
的
豫
算
の
理
論
を
と
る
も
の
と
獨
乙

の
行
政
國
家

的
豫
算
の
理
論
を
と
る

も

の
と
が
白
熱
的
論
議
を
つ
づ
け
る
中
に
、
對
墺
太
利
戦
備

の
た
め
の
軍
事
費
を
創
除
し
て
政
府

の
後
退
を
迫

つ
た
プ

ロ
イ
セ
ン
議
會
に

対
し

、
ビ
ス
マ
ル
ク
は

曽
緊
急
止
む
を
得
ざ
る
に
よ
り
、
政
府
は
憲
法
に
規
定
せ
る
基
礎
な
し
に
豫
算
を
途
行
す

べ
し
奏
と
宣
言
し
、
議

會

を
無
視

し
て
軍
備
振
張
を
強
行
し
た
の
で
あ

つ
た
。
か
か
る
惰
勢
の
下
に
於
て
は
憲
法
規
定

の
不
備
、
穴
こ
そ
政
治
家
が
政
治
的
解
決

の
た
め
利
用
す
る
と
と
ろ
と
な
つ
た
の
で
あ
る
。
但
し
、
後
年
ビ
ス
マ
ル
ク
は
普
填
戦
争
に
勝
,利
を
制
し
て
國
民
の
反
感
を
和
ぐ
る
.」
と

に
成
功
す
る
と
共
に
・

一
八
六
六
年
九
月
十
四
日
附
冤
責
法

(
I
n
d
e
m
i
t
a
t
g
e
t
i
e
t
z

)
を
成
立
せ
し
あ
て

一
八
六
二
年
以
來
六
六
年
迄
議
會

の
同
意
な
し
に
支
出
し
た
政
府

の
豫
算
措
置
は
恰
も
議
會

の
同
意
が
あ

つ
て
な
し
た
か
の
如
く
取
扱
ぴ
、
政
府

の
責
任
を
免
ず
る
の
形
式

を
と
ら
し
め
、
か
く
て
、
形
式
的
に
は
議
會
の
豫
算
理
論
に
譲
歩
す
る
の
態
度
に
出
た
の
で
あ

つ
た
。

か
く
て
、
プ

ロ
イ
セ
ン
に
お
け
る
憲
法
争
議
は
す
べ
て
ビ

ス
マ
ル
ク
政
府

の
壓
制
的
攻
勢
に
よ
つ
て
裁
断
せ
ら
れ
、
從

つ
て
、
當
時
、

例

ば

一
八
五
九
年
、
議
員
ラ
ィ

ヘ
ン
ス
ペ
ル
ゲ

ル
の
憲
法
裁
判
所
設
立
の
提
案
及
び
こ
れ
を
賛
助
す
る
理
論
と
運
動
と
は
ビ
ス
マ
ル
ク
に

よ
つ
て

一
顧
を
も
與

へ
ら
る
る
こ
と
な
く
途
に
終

っ
た
の
で
あ
る
。
プ

ロ
イ
セ
ン
政
府
は
時
と
し
て
憲
法
孚
議
裁
判
、
殊
に
聯
邦
に
於
る

國
事
裁
判
所
、
の
設
立
に
賛
同
す
る
の
態
度
を
採

つ
て
い
る
事
實
が
あ
る
が
、
と
れ
嫉
み
な
當
時
に
於
る
プ

ロ
イ

セ
ン
政
府
の
對
外
的
、.

樹
内
的
な
政
治
的
考
慮
の
結
果
に
出
で
た
ゼ

ス
チ
ユ
ア
ー
に
外
な
ら
な
か
つ
た
の
で
あ
り
、
そ
の
眞
意
で
は
な
か

つ
た
こ
と
が
注
意
さ
れ

ね
ば
な
ら
ね
。

豫
算
争
議

と
い
う
典
型
的
な
憲
法
争
議
に
お
い
て
わ
れ
わ
れ
は
プ

ロ
イ
セ
ン
の
絶
對
君
主
制
的
官
僚
行
政
國
家

の
賢
態
を
見
た
が
、
こ

れ
と
關
聯
し
て
ト
ラ
イ
チ
ケ
の
次
の
言
葉

黛
憲
法
も
そ
の
以
前
か
ら
成
立
し
て
い
る
法
律
も
凡
そ
プ

ロ
イ
セ
ン
の

一
切

の
公
法
に
は
保
障

が
欠
げ
て
い
る
。
政
府
の
す
べ
て
の
役
人
は
、
假
令
純
粋
に
技
術
的
な
も

の
さ
え
も
、
無
條
件
に
内
閣
に
隷
屬
し

て
い
る
。
▼上
に
対
す

る

隷
屬

と
關
聯
し
て
下
に
対
す

る
法
的
に
無
制
根
な
権
能
が
こ
れ
に
對
應
す
る
は

、
プ

ロ
イ
セ
ン
の
一
切
の
公
法

の
保
障
に
つ
い
て
そ
の



眞
相
を
語
る
も
の
で
あ
つ
た
と
い
え
る
で
あ
ら
う
。

旧
ド
イ
ツ
聯
邦
帝

国
憲
法
と
そ
の
保
障
制
度

ド
イ
ツ

民
族

の
統

一
と
立
憲
政
治

の
確
立
と
を
目
標
と
す
る
、
下
か
ら
の
國
民
運
動
が
失
敗
に
歸
し
た
後
、
換
言
す
れ
ば
フ
ラ
ン
ク
フ

ル
ト
憲
法
が
死
文
に
蹄
し
た
後
、
こ
の
目
的
は
ビ
ス
マ
ル
ク
の
鐵
血
政
治
を
通
じ
て
、
上
か
ら
、
貫
徹
さ
る
る
と
と
と
な
つ
た
。

一
八
六

七
年
北
ド
イ
ツ
聯
邦
憲
法
、

一
八
七

一
年
舊
帝
國
憲
法
の
制
定
が
す
な
は
ち
そ
れ
で
あ
る
。
両
憲
法
は
聯
邦
主
義
と
立
憲
民
主
主
義
と
が

縫
合
し
た
憲
法
で
あ
つ
て
、
ビ
ス
マ
ル
ク
は
フ
オ
ー

ヘ
ン
ツ
オ
ル
ン
王
家

の
勢
力
の
鞏
化
と
帝
國
統

一
の
安
定
化
と
を
計
る
と
い
う
目
的

の
た
め
、

一
方
、
二
十
五
の
君
主
國
家
に
対
し
王
家
の
指
導
下
に
於
る
独
立
と
自
主
と
を
容
認
し
、
他
方
、
國
民
に

一
定
の
限
界
内
に
於

る
自
由
主
義

・
民
主
政
治
辱の
理
想
の
實
現
を
保
障
し
た
も
の
で
あ
つ
た
。
從

つ
て
、
か
か
る
政
治
的
車
情
は
蕉
帝
國
憲
法
を
し
て
そ
の
モ

デ

ル
た
る
米
、
瑞
及
び
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
の
諸
憲
法
と
ば
甚
だ
異
る
も
の
を
持

つ
に
到
ら
し
め
た
の
で
あ
る
。

一
八
七

一
年
舊
帝
國
憲
法
に
依
れ
ば
・
帝
國
は
凋
乙
皇
帝
の
権
威
の
復
活
に
も
拘
ら
す
、
君
主
國
家

で
は
な
く
、
帝
國
の
権
力

の
總
攬

者

(帝
國
支
配
者
)
は
二
十
五
の
支
分
國
政
府

の
集
合
體
で
あ
つ
た
。
即
ち
、
君
主
政
の
ア
ン
チ
テ
ー
ゼ
と
し
て
の
共
和
政
を
以
つ
て
多

數

の
意
思
主
体
の
集
合
體
が
國
権

の
總
摘
者
で
あ
る
す
べ
て
の
政
体
之
解
す
る
な
ら
ば
、
奮
ド
イ
ツ
帝
國
の
統
治
形
態
は
ビ
ス
マ
ル
ク
が

い
み
じ
く
も
述
べ
た
如
く

、
共
和
政

モ
で
あ
り
、
正
確

に
謂
え
ぱ
貴
族
政
で
あ

つ
た
の
で
あ
る
。

舊
帝
國
憲
法
は
帝
國
権

の
行
使

の
た
め
の
國
家
機
關
と
し
て
皇
帝

(
K
a
i
s
e
r

)
帝
國
参
議
院

(
R
e
i
c
h
s
r
a
t

)
帝
國
議
會

(
R
e
i
e
h
s
i
a
g

)

の
三
要
素
を
も
つ
も
の
で
あ
っ
た
。

こ
の
三
要
素
は
プ
ロ
イ
セ
ン
憲
法
、
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
憲
法
に
於
る
君
主
及
び
上
下
兩
院
と
見
誤
ら

れ
る
可
能
性
が
多
分
に
存
在
す
る
が
、
其
の
實
質
を
異
に
し
た
こ
と
が
注
意
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
で
あ
ら
う
。

※
期
く
て
、
こ
の
舊
帝
國
憲
怯
は
右
の
点
に
於
て
多
分
に
そ
の
モ
デ
ル
と
さ
れ
た
米
及
び
瑞
憲
法
と
も
箸
し
く
異
る
も
の
で
あ
つ
た
の
で
あ
る
。



帝
國
参
議
院
は
議
會
に
於
る
上
院
を
構
成
す
る
も
の
で
は
な
か
つ
た
ρ
實
に
、
前
述

の
如
く
、
舊
帝
國
憲
法
に
於

て
、
皇
帝
は
帝
國
参

議
院
と
共
に
聯
邦
國
政
府

(
R
e
i
c
h
s
r
e
g
i
e
r
u
n
g

)

を
構
成
す
る
も
の
で
あ
つ
た
。
即
ち
聯
合
し
た
る
各
支
分
國
の
國
王
及
び
自
由
市
の

元
老
政
府
が
協
同
し
て
、
そ
の
全
権
代
表
委
員

(
B
e
v
o
l
l
m
'
i
c
h
t
i
g
t
e
n

)
の
團
体
、
即
ち
帝
國
参
議
院
を
通
じ
て
帝
國
の
統
治
を
行
ふ
の

が
奮
帝
國
憲
法
の
統
治
組
織

の
基
本
体
制
で
あ
り
、
其

の
際
唯

々
プ

ロ
イ
セ
ン
國
王
の
み
は
同
時
に
獨
乙
皇
帝
と
し
て
帝
國
統
治
上
の

一

部

の
権
限

を
固
有
す
る
も

の
で
あ

つ
た
の
で
あ
る
。
か
く
て
、戸
立
憲
君
主
政
に
於
て
君
主

一
人
に
蹄
属
す
る
権
限
が
と
こ
で
は
帝
國
参
議

院

と
独
乙
皇
帝
と
の
間
に
分
轄
さ
れ
る
場
合
が
あ
る
。

一
例
を
示
せ
ば
、
帝
國
立
法
に
於
て
、
帝
國
参
議
院
は
寧
ろ
立
憲
君
主
の
地
位
を

占
め
、
帝
國
議
會
の
法
律
案
に
対
し
拒
否
権
を
保
有
し
た
の
に
対
し
、
ド
イ
ツ

皇
帝
は
帝
國
参
議
院
及
び
帝
國
議
會

が
パ
ス
し
た
法
律

の

署
名
を
拒
む
こ
と
を
得
な
か
つ
た
が
如
き
で
あ
る
。

斯
く
て
、
内
政
に
於
て
、
皇
帝
は
通
常
君
主
の
持

つ
諸
種
の
権
限
を
保
肩
せ
ず
唯
聯
邦
長

(
B
u
n
d
e
f
p
r
a
s
i
d
e
n
t

)
と
し
て
の
そ
れ
を
だ

け
保
有
し
た
が
、
但
し
外
政
に
於
て
ば
、
皇
帝
は
単
一
國
家

の
君
主
と
殆
ど
同
様
の
独
立
性
と
自
主
性
と
を
以
つ
て
か
か
る
も
の
を
保
有

し
且
つ
行
使
し
た
の
で
あ
る
。
彼
は
國
際
法
上

黛
ド
イ
ツ
國
皇
帝

る
で
あ

つ
た
の
で
あ
る
。

④

帝
國
参
議
院

帝
國
参
議
院
は
支
分
國

の
全
権
代
表
委
員
か
ら
構
成
せ
ら
れ
る
。
會
議
に
お
け
る
各
支
分
國

の
投
票
権
は
原
則
的

に
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
聯
邦
議
会

総
會
に
於
る
投
票
割
當

の
段
楷
づ
け
に
從
ぴ
、
大
支
分
國
に
多
數
、
小
支
分
國
と
難
も
少
く
と
も

一
票
が

保
障
せ
ら
れ
て
い
た
。

帝
國
参
議
院

の
通
常

の
使
命
は
、
法
律
發
案

(
第
七
條
第
十
六
條
)
、
「
法
律

ノ
内
容
」
(
G
e
s
e
t
z
e
s
i
n
h
a
l
t
)

の
共
同
確
定

(第
五
條
)、

「
法
律
ノ
命
令
」

(
G
e
s
e
t
z
e
s
b
e
f
e
h
l

)
の
附
與

(
マ
裁
下

築
第
七
條
第

一
項
)
な
ど
の
諸
種
の
重
要
な
國
務
の
趣
行
に
あ
つ
た
。

但
し

例

外
と
し
て
帝
國
行
政

の
特
定
行
爲
(
第
六
九
條
、
第
三
六
條
)
及
び
司
法

(第
十
九
條
第
七
六
條
第

↑
項
第
七
七
條
)
が
帝
國
参
議
院
に

依

つ
て
行
は
る
こ
と
が
承
認
せ
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
實
に
、
帝
國
参
議
院

は
帝
國
権
の
行
使
に
關
し
て
は
他

の
機
關
の
権



限

た
る
こ
と
が
積
極
的
に
規
定
せ
ら
れ
て
い
な
い
限
り
、

推
定
的
に
(
p
r
a
s
u
m
t
i
v
)

、
皇
帝
及
び
帝
國
議
會
に
対
し

優
位
す
る
も

の
で

あ

つ
た
。
帝
國
参
議
院
に
於
る
全
權
代
表
委
員
は
各
支
分
國

の
官
吏
で
あ
り
、
彼
等
は
そ
の
代
表
す
る
支
分
國
政
府
の
指
令
に
固
く
拘
束

せ
ら
れ
た
。
帝
國
参
議
院
の
議
長
及
び
事
務
管
理
者
は
皇
帝
が
任
命
す
る
帝
國
宰
相
(
R
e
i
c
h
s
k
a
n
z
l
a
r
)

で
あ

つ
た
が

(
一
五
條
)、
帝

國
宰
相
は
プ

ロ
イ
セ
ン
の
全
椹
代
表
委
員

に
ほ
か
な
ら
な
か
つ
た
。
帝
國
参
議
院
は
自
主
的
に
参
集
す
る
権
限
を
有
せ
ず
、
そ
の
召
集
閉

會
は
皇
帝
の
権
限
に
屡
し
て
い
た
。

w…・
然
し
乍
ら
、帝
國
参
議
院
の
最
後
の
召
集
は
一
八
八
三
年
行
は
れ
、帝
國
参
講
院
は
そ
れ
以
來
事
實
上
常
任
の
コ
レ
ギ
ユ
ー
ム
で
あ
つ
た
の
で
あ
る
。

帝
國
参
議
院
内
に
於
る
投
票
権
や
議
長
の
任
命
権
に
於
る
プ

ロ
イ
セ
ン
王
國
の
優
位
は
、
獨
乙

皇
帝
と
プ

ロ
イ
セ
ン
君
主
と
の
パ
ー
ソ

ナ
ル
ユ
ニ
オ
ン
の
事
實
に
依

つ
て
プ

ロ
イ
セ
ン
國
王
の
法
的
政
治
的
リ
ー
ド
を
保
障
す
る
も

の
で
あ

つ
た
の
で
あ
る
。

@

皇

帝

皇
帝
は
、
原
則
的
に
、
帝
國

の
行
政
機
關
で
あ
り
、
そ
れ
は
對
外
對
内
兩
面
に
於

い
て
、
そ
う
で
あ

つ
た
。
皇
帝
の
、
帝

國

の
名
に
於
る
搆
和
締
結
権
は
無
制
限
で
あ
り
、
敗
戦

の
場
合

に
於
る
帝
國
領
土
の
一
部

の
割
譲
権
が
共
に
承
認

せ
ら
れ
て
い
た
。
但
し

皇
帝

の
、
帝
國
の
名
に
於
る
攻
撃
的
宣
職
の
た
め
に
は
帝
國
参
議
院
の
同
意
を
必
要
と
し
、
ま
た
、
帝
國
の
國
際
條
約
が
帝
國
領
土
内
に

於

て
帝
國
法
と
し
て
有
敷
な
る
が
た
め
に
皇
帝
は
該
條
約

の
批
准
に
先
立

つ
て
帝
國
参
議
院

の
同
意
を
、
そ
の
公
布
に
先
立
つ
て
帝
國
議

會

の
承
諾
を
必
要
と
さ
れ
て
い
た
。
皇
帝
は
國
内
行
政
に
關
し
特

に
帝
國
法
律

⑳
編
成
及
び
公
布

(第
十
七
條
)
、
帝
國
法
律
の
根
據
に
基

づ
き
な
さ
る
べ
き
支
分
國
行
政
に
対
す

る
帝
國
の
監
督
(第
十
七
條
)
、
帝
國
参
議
院
及
び
帝
國
議
會
の
召
集
及
び
閉
會
(第
十
二
條
)
、
帝

國
官
吏
の
任
冤
(第
十
八
條
)、
帝
國
軍
隊

の
統
帥

(第
五
三
條
第
六
三
條
)

の
権
限
を
保
有
す
る
も
の
で
あ
つ
た
。

帝
國
の
名
に
於
る
皇

帝

の
統
治
行
爲
け
常
に
帝
國
宰
相
の
輔
弼
に
依
つ
て
行
は
れ
、
帝
図
宰
相
は
帝
國
の
大
臣

(
R
e
i
s
m
i
n
i
s
i
-
e
r

)

と
し
て
、
副
署
に
依
つ

て
責
任
を
明
に
す
る
も
の
と
さ
れ
、た

(第
十
七
條
)
。
皇
帝
は
憲
法
上
帝
國
機
關
と
し
て

、
聯
邦
長

(
B
u
n
d
e
s
p
r
a
s
i
d
i
u
m

)
を
構
成



し
、
聯
邦
長
は
プ

ロ
イ
セ
ン
王
位
と
不
可
分
に
結
び
付
き
、
聯
邦
長
た
る
プ

ロ
イ
セ
.ン
國
王
が
雫
ド
イ
ツ
皇
帝
冬
を
構
し
た
の
で
あ
る
。

從

つ
て

、、
ド
イ
ツ
皇
帝
権

奏
と
は
法
的
に
は
プ

ロ
イ
セ
ン
國
王
が
帝
國
参
議
院
に
於
て
保
有
す
る
諸
種

の
権
限

(例
ば
議
長
任
命
権
、
事
.

務
指
導
権
、
投
票
上
の
特
權
等
)
及
び
帝
國
機
關
と
し
て
の
彼
の
前
掲

の
諸
種
の
権
限

の
総
体
を
指
す
も
の
と
解
せ
ら
れ
た
。

の

帝
國
議
會

帝
國
謬
議
院
及
び
皇
帝
と
帝
國
議
會
と
が
対
立
す
る
Q
帝
國
議
會
は
普
通
秘
密
直
接
選
挙

に
依
り
公
選
さ
れ
且

つ
國

民

全
体

の
代
表
者
と
見
な
さ
る
る
議
員
三
九
七
名
よ
り
構
成
せ
ら
る
る

一
院
制
の
議
會
で
あ
つ
た
(第
二
十
條
第
二
九
條
)
。
議
員
の
任
期

は
五
ケ
年

(第
二
四
條
)
。
議
會
は
皇
帝
に
依
り

一
定
の
會
期
を
以
つ
て
召
集
せ
ら
れ
る
。
帝
國
議
會
は
帝
國
滲
議
院
と
共
に
、
帝
國
立

法

に
参
與
し
、
法
律
案

の
提
出
権

(第
二
三
條
)
や
法
律
及
び
予
算

の
同
意
.権

(
M
i
t
f
e
s
t
s
t
e
l
h
i
n
g

)

(第
五
條
)
を
持

つ
と
共
に
、

法

律
及
び
予
算
の
執
行
に
關
す
る
帝
國
の
行
政
の
監
督
を
行

ひ

(第
六
九
條
)
、
更
に
特
定
の
場
合

に
は
帝
國
の
司
法

に
開
與
し
た
。
例
え

ば
獨
乙

各
支
分
國
内
に
於
る
憲
法
孚
議

の
裁
決
に
於
る
帝
國
憲
法
第
七
六
條
第
二
項

の
場
合
で
あ
る
。

斯
く
て
、
蕾
臼帝
國
憲
法
に
お
け
る
憲
法
保
障
の
問
題
を

一
瞥
し
よ
う
。

一
、
憲
法
宣
誓

帝
國
憲
法
は
保
障

の
大
部
分
を
規
定
せ
ず
、
唯
僅
か
に
第
十
三

(七
四
條
ー
七
七
條
)
争
訟

の
裁
決
及
び
刑
罰
規
定
、
第
十
四

(
七
八

條

)
通
則
の
中
に
若
干
の
も
の
を
規
定
し
て
い
た
に
過
ぎ
な
か
つ
た
。
然
し
乍
ら
、
先
づ
帝
國
憲
法
は
其

の
保
障

の
た
め
に
帝
國
官
吏

の

宣
誓
を
規
定
し

(第
十
八
條
)
、
皇
帝
は
帝
國
官
吏
を
任
免
し
且
帝
國
に
対
し
宣
誓
を
な
さ
し
め
る
も
の
と
し
た
。

二
、
憲
法
改
正

憲
法
の
改
正
に
關
し
て
帝
國
憲
法
は
特
別
の
憲
法
制
定
権
の
思
想
を
認
め
ず
、

「憲
法
ノ
変
更
ハ
立
法
ノ
方
法

二
依
リ
之
ヲ
行

フ
、
之

二
對
シ
帝
國
参
議
院

二
於
テ
十
四
票
ノ
反
対

ア
ル
時

ハ
否
決
ト
見
微

ス
」
も
の
と
規
定
し

(第
七
八
條
第

一
項
)
、
即
ち
帝
國
憲
法
の
変

更
は
帝
國
参
議
院
及
び
帝
國
議
会

の
議
決
の
'
致
に
よ
つ
て
行
は
れ
、
憲
法
変
更
と
普
通
立
法
と
の
欄
に
は
立
法
手
續
上
の
…愼
重
性
に
關



す
る
若
干
の
租
違
が
見
出
さ
れ
た
の
み
で
あ
益
α

※
但
し
、
鼓
に
注
目
せ
ら
る
る
は
、
憲
法
條
文
が
特
に
憲
法
変
更
の
手
續
に
依
ら
す
し
て
軍
に
憲
法
変
更
に
必
要
な
多
数
を
以
っ
て
可
決
さ
れ
た
普
通

法
律
に
依
つ
て
も
容
易
に
代
替
、
廢
止
、
停
止
せ
ら
れ
得
る
と
い
う
憲
法
上
の
慣
習
が
存
し
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。

三
、
帝
國
憲
法

の
司
法
的
保
障

帝
國
憲
法
は
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
憲
法
や
そ
の
完
全
な
承
繼
た
る
エ
ル
フ
ル
ト
憲
法
と
異
り
、
司
法
的
憲
法
保
障
に
關
し
何
等

の
規
定
も

設
け
す
、
換
言
す
れ
ば
聯
邦
國
の
固
有
の
司
法
権
は
憲
法
制
定

の
當
初
か
ら
こ
れ
等
の
憲
法
に
比
レ
著
し
ぐ
壓
縮
せ
ら
れ
て
お
り
・
司
法

的
憲
法
保
障

に
關
し
て
は
僅

か
に
次
の
二
つ
が
問
題
と
な
る
こ
と
を
得
た
の
み
で
あ
る
。

①

大
臣
責
任
訴
訟

帝
國
憲
法
は
大
臣
責
任
に
關
し
何
等

の
規
定
も
設
け
な
か
つ
た
。
帝
國
憲
法
第
七
四
條
は
帝
國
の
存
立
、
保
安
、
安
寧
若
ぐ
は
憲
法
に

反
対
す
る

凡
ら
ゆ
る
犯
罪

は
、
當
該
支
分
國
内
に
於
て
、
當
該
支
分
國
に
樹
す
る
斯
か
る
犯
罪
を
所
罰
す
る
法
律
に
準
じ
て
之
を
裁
判
す

べ
き
旨
を
規
定
し
、
第
七
五
條
は
前
條
の
犯
罪
行
爲
が
支
分
國
の
一
に
対
し
て

犯
さ
れ
た
場
合
は
當
該
支
分
國
が
之

を
大
逆
罪
又
は
背
叛

罪

と
断
じ
た
る
も

の
に
対
し
て

は

「
リ
ュ
ー
ベ
ツ
ク
」
に
於
け
る
三
自
由

「,ハ
ン
ザ
」

同
盟
市
の
共
同

高
等
控
訴
院
を
以
つ
て
始
審
且
つ

終
審

の
管
轄
裁
判
所
と
す
る
も

の
と
な
し
て
い
た
。

し
か
る
に
、
後
年
帝
國
憲
法
第
四
條
第
十
三
號
に
基
き
帝
國
司
法
の
改
正
が
行
は
れ
、

一
八
七
七
年

一
月
二
十
七

日
附
裁
判
所
構
成
法

第
九
欺
に
依

つ
て
共
同
高
等
控
訴
院
に
は
帝
國
大
審
院

(
R
e
i
c
h
s
g
e
r
i
c
h
t

)
が
代
る
事
と
な
り
、
斯
く
て
、
皇
帝
叉
は
帝
國
に
対
す
る
謀

反

の
罪
に
關
す
る
検
察
及
び
裁
判
は
名
義
上

フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
憲
法
第

一
二
六
條
と
同
様
に
帝
國
大
審
院
の
権
限
に
歸
屬
せ
し
め
ら
る
る

こ
と
と
な
つ
て
い
た
。
然
し
乍
ら
、
こ
の
場
合

と
難
も
帝
國
大
審
院
は
大
臣
責
任
訴
訟

の
た
め
の
國
事
裁
判
所
で
は
な
く
、
刑
事
事
件

の

最

高
裁
判
所
た
る
に
過
ぎ
な
か
つ
た
の
で
あ
る
。



向

憲
法
争
議
裁
判

帝
國
参
議
院

の
憲
法
上
に
於
る
最
高
國
家
機
關
と
し
て
の
地
位
は
支
分
國
に
醤
す
る
國
家
監
督
に
於
て
も
見
ら
れ

た
が
、
そ
の
際
、
帝

國
参
議
院
に
は
司
派
的
叉
は
準
司
法
的
機
能
が
課
せ
ら
れ
て
い
た
。
即
ち
、
帝
國
憲
法
は
聯
邦
の
司
法
高
権
の
担
ひ
手
と
し
て
帝
國
大
審

院

の
外
に
帝
國
参
議
院
の
地
位
を
認
め
、
以
つ
て
帝
國
参
議
院
に
強
力
な
帝
國
憲
法
保
障
の
地
位
を
信
託
し
て
い
た

の
で
あ
る
。

Gり

國
家
監
督
R
e
i
c
h
s
a
u
f
s
i
c
h
t
)

は

帝
國
立
法
権
の
行
使
に
依
り
帝
國
立
法
事
項
に
關
し
て
支
分
國

の
行
爲

の
基
準
と
な
る
帝
國
法

律

を
制
定
す
る
事
に
あ
る
。

※
帝
國
立
法
事
項
に
あ
ら
ざ
る
も
の
も
憲
法
変
更
の
形
式
を
と
つ
て
翼
せ
ら
る
る
も
の
は
有
効
で
あ
つ
た
。

帝
國
法
律
の
執
行
は
支
分
國
に
委
任
せ
ら
れ
、
帝
國
は
唯

々
そ
の
執
行

の
監
督
権
を
有
し
且

つ
監
督
は
皇
帝
又
は
皇
帝
の
官
廳
及
び
官

吏

が
之
を
行

ふ
も
、
帝
國
法
律
の
適
用
及
び
解
釈

に
つ
き
疑
義
を
生
じ
た
時
は
帝
國
参
議
院
が
之
を
裁
決
す
る
も
の
と
せ
ら
れ
た
。

※
帝
國
憲
法
第
七
條
第

一
項
第
三
號

.

①

支
分
國
と
支
分
國
の
間
、
聯
邦
と
支
分
國
の
間
、
及
び
支
分
國
内
部
の
憲
法
孚
議
に
關
し
帝
國
参
議
院
は
孚
議
裁
決
の
機
關
の
地

位

に
立

つ
も
の
で
あ
つ
た
。
即
ち
帝
國
憲
法
第
七
六
條
は

聯
邦
諸
國
間
ノ
雫
訟

ニ
シ
テ
民
事

二
ア
ラ
ザ

ル
ガ
タ
メ
管
轄
司
法
官
庁

二
於
テ
判
決

ス
ベ
カ
ラ
ザ
ル
モ
ノ
ナ

ル
ト
キ
ハ
一
方
當
事

者

ノ
申
請

二
依
リ
帝
國
参
議
院

二
於
テ
之
ヲ
裁
決
ス

聯
邦
諸
國
内

二
於

ル
憲
法
孚
議

ニ
シ
テ
其
ノ
憲
法

二
於
テ
之

ヲ
裁
決
ス
ベ
キ
官
庁

ヲ
定
メ
ザ
ル
ト
キ

ハ
一
方
當
事
者
ノ
申
請

二
依

り
帝
國
参
議
院
之
ヲ
裁
決
ス
、
其
ノ
効
力

ナ
キ
ト
キ

ハ
帝
國
立
法
ノ
方
法
ヲ
以
ッ
テ
之
ヲ
裁
決
ス

る
旨
を
定
め
帝
國
参
議
院
は
先
づ
支
分
國
と
支
分
國

の
間

の
公
法
孚
議
を
裁
判
す
る
た
め
國
際
的
司
法
権
を
有
し
た
。
帝
國
参
議
院
の
公

法
争
議

へ
の
關
與
は
當
事
者

の
一
方

の
申
請
を
侯

つ
て
始
め
て
生
じ
、
帝
國
参
議
貌
は
當
該
争
議

の
審
理
に
當

つ
て
或
は
和
解
に
依
り
或



は
裁
判
の
判
決
に
依
る
こ
と
を
得
る
。
後
者
の
場
合
も
亦
帝
國
黎
議
院
は
自
ら
裁
判
し
或
は
仲
裁
裁
判
所
に
委
任
し
て
判
決
せ
し
む
る
の

自
由
を
有
し
、
最
後
の
場
合
に
は
其
の
判
決
は
帝
國
容
議
院
が
承
認
し
て
之
を
公
布
す
る
事
を
必
要
と
せ
ら
れ
て
い
た
。

※
か
か
る
司
法
権
は
聯
邦
講
定
書
第
十
一
條
及
び
聯
邦
争
議
仲
裁
規
約
に
依
つ
て
ド
イ
ツ
聯
邦
議
會
に
委
任
せ
ら
わ
た
裁
判
權
に
類
似
す
る
も
の
で
あ

つ
た
。

別
に
、
帝
國
と
支
分
國
と
の
間
の
公
法
争
議
は
支
分
國
と
支
分
國
と
の
間
の
公
法
畢
議
の
咽
類
型
と
解
さ
わ
た
。
そ
し
て
、
こ
の
帝
國
憲
蟄
第
七
六

條
の
後
綴
者
が
實
に
ワ
イ
マ
ー
ル
憲
法
第
十
九
條
で
あ
つ
た
こ
と
が
注
目
さ
わ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

次
ぎ
に
支
分
國
内

の
憲
法
孚
議
に
対
す

る
帝
國
参
講
院
の

關

與

は
、
憲
法
孚
議
が
支
分
國

の
聯
邦
に
對
す

る
義
務
、
例
ば
支
分
國

の
聯
邦
政
費
分
措
金
M
(
a
t
r
i
k
u
l
a
r
b
e
i
t
r
a
g
)

の
納
付
義
務
や
帝
國
法
律
の
執
行
義
務
等
に
關
す
る
限
り
帝
國
憲
法
第
十
九
條
に
基
づ
き
職

権
に
依

つ
て
行
は
る
べ
く
、
亦
、
聯
邦
は
支
分
國

の
元
首

の
正
當
性
に
關
し
形
式
的
に
認
誰
す
べ
き
璽
大
な
利
害
開
係
を
有
す
る
が
故
に

支
分
國

の
王
位
織
承
に
關
す
る
憲
法
孚
議

に
關
し
て
も
職
権
に
依

つ
て
行
は
る
べ
き
権
利
と
義
務
が
存
す
る
も
の
と
解
さ
れ
て
い
た
。

然
し
乍
ら
、
憲
法
孚
議
が
純
然
た
る
支
分
國
内
の
事
項
に
關
す
る
限
り
、
帝
國
は
當
事
者

一
方
の
申
請
が
あ
つ
た
場
合
に
限

つ
て
こ
れ

に
關

共
す

る
権
限

を
有
し
、
當
該
支
分
國

の
憲
法
が
自
ら
こ
れ
が
解
決
手
段

を
提
供
す
る
限
b
帝
國

の
關
與
は
排
除
せ
ら
れ
て
い
た
。

こ
れ
は
當
事
者
が
調
停
裁
判
に
よ
る
場
合
も
同
様
で
あ

つ
て
、
帝
國
は
飽
く
迄
も
補
助
的
解
決
の
任
に
當
る
も

の
で
あ

つ
た
の
で
あ
る
。

支
分
國
内

の
憲
法
孚
議
に
關
し
て
は
帝
國
滲
議
院
は
先
づ
争
議
當
事
者
の
好
意
的
安
協
(
g
i
i
t
l
i
c
h
e
n
 
A
u
s
g
l
e
i
c
h
)

を
斡
旋
し
勧
告
的
議

決
権

を
行
使
す
る
。
こ
れ
が
不
成
功
に
終

つ
た
と
き
帝
國
参
議
院
は
帝
國
議
會
と
協
同
し
て
帝
國
立
法
の
形
式
に
於
て
争
議
を
裁
定
す
る

の
で
あ
る
。
か
か
る
裁
定
が
實
質
的
に
立
法
行
爲
に
屬
せ
す
司
法
行
爲
に
屡
す
る
事
は
夙
に
一
般
に
承
認
せ
ら
れ
た
所
で
あ

つ
て
、
そ
の

理
由
と
し
て
、

こ
れ
は
憲
法
宰
議
即
ち
法
律
争
議

の
審
理
で
あ
り
、
亦
帝
國
参
議
院
は
他
の
司
法
官
庁

が
之
に
當
ら
ざ
る
限
り
に
於
て
の

み
補
助
的
に
そ
の
任
を
引
受
く
る
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
た
。



※
然
し
乍
ら
裁
定
の
司
法
的
性
質
と
裁
決
自
体
が
純
粋
に
法
的
考
慮
の
下
に
於
て
の
み
行
は
る
る
こ
と
と
は
区
別
さ
れ
る
。
當
時
、
参
議
院
の
裁
決
が

政
治
的
、
調
停
的
性
質
を
も
つ
こ
と
は
帝
國
参
議
院
及
び
帝
國
議
會
が
非
司
法
的
國
家
機
關
た
る
こ
と
の
性
質
か
ら
賞
然

の
こ
と
と
し
て
承
認
せ
ら

れ
て
い
た
。

と
も
あ
れ
聯
邦
法
律
は
支
分
國
法
律
に
優
先
す
る
の
原
則

(帝
國
憲
法
第
二
條
)
は
帝
國
憲
法
第
七
六
條
第
二
項

に
基
き
發
せ
ら
る
る

聯
邦
法
律
に
も
そ
の
ま
ま
安
當
し
、

こ
の
聯
邦
法
律
は
支
分
國
當
該
國
法
を
修
正
し
叉
は
無
効
と
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
支
分
國
内
の
憲

法
争
議
を
解
決
す
る
。
斯
く
て
、
帝
國
参
議
院
及
び
帝
國
議
會
は
独
自

の
解
釈
に
依

つ
て
争
議

の
解
決
を
な
し
、
ま

た
彼
等
は
此
の
憲
法

争
議

の
審
理
を
帝
國
法
律
を
以
つ
て
特
定
の
裁
判
所
に
委
任
し
て
裁
決
せ
し
む
る
こ
と
を
得
た
の
で
あ
る
。

以
上
ド
イ
ツ
聯
邦
帝
國
憲
法
の
基
本
的
構
造
と
其
の
保
障
制
度
を
略
々
素
描
し
た
。
端
的
に
謂
え
ば
、
こ
の
憲
法
を
通
じ
て
、
ビ
ス
マ

ル
ク
は
、
ホ
ー
エ
ン
ツ
オ
ル
ン
王
家

の
安
定
と
鞏
化
の
た
め
に
、
諸
王
家
と
國
民
の
支
援
と
協
力
と
を
求
め
て
い
た
も
の
で
あ

つ
て
、
鼓

に
憲
法
上
聯
邦
制
と
議
會
制
と
が
巧
妙
に
縫
合
せ
ら
れ
た
所
以
が
あ
る
。

一
面
、
帝
國
統
治
の
主
体
的
地
位
に
立
つ
帝
國
参
議
院
は
ビ

ス

マ
ル
ク
に
よ
る
ホ
ー
エ
ン
ツ
オ
ル
ン
王
家

の
優
位
と
権
威
と
を
確
保
す
る
た
め
の
外
交
交
渉

の
場

で
あ
つ
た
。
他
面
、
帝
國
参
議
院
を
リ

ー
ド
す
る
ビ
ス
マ
ル
ク
は
、
立
憲
主
義
に
よ
り
、
帝
國
議
會

の
協
賛
を
通
じ
て
立
法
豫
算
そ
の
他
の
國
政
に
於
る
國
民
の
協
力
を
求
め
た

が
、
然
し
乍
ら
、
帝
國
議
會
の
権
能
は
飽
く
迄
協
賛
に
止
ま
る
も
の
で
あ

つ
て
、
政
府
は
議
會
及
び
政
党

に
超
然
た
る
こ
と
を
誇
示
す
る

と
共
に
、
帝
國
議
會
が
政
治
的
権
力
を
増
大
し
行
政
権
を
統
制
す
る
が
如
き
は
不
都
合
且

っ
危
険
と
し
て
嚴
重
に
警
戒
且
つ
監
視
す
る
も

の
で
あ
つ
た
。
要
す
る
に
、
王
家
を
中
心
と
す
る
プ

ロ
イ
セ
ン
政
府
の
政
治
力
こ
そ
、
聯
邦
帝
國
憲
法
保
障
の
現
實

的
支
柱
で
あ

つ
た
こ

と
が
最
も
明
白
で
あ

つ
た
の
で
あ
る
。
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